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異型上皮 6 例，癌19例が含まれていた。一時癌である頭頚部癌の発生部位別に検討すると，下咽頭癌23例中 6f?J (26 
%)に食道癌を合併していた。また， これらは全て同時性であり，食道には異型上皮・癌などの多発病巣が認められ
た。ルゴール染色で不染帯として検出された病巣は辺縁明瞭なものと不明瞭なものが認められたが，辺縁明瞭で大き









スクリーニングを行ったものである。 77例 (25.3%) にルゴール不染帯が検出され，これらのなかに中等度異型上皮
が16例，高度異型上皮が 6 例，癌19例 (6.3%) が含まれていた。また19例の癌のうちは例が粘膜筋板 (mm) までの
表在癌であった。辺縁明瞭なルゴール不染帯で，大きさが10mmを越える病変は， 24病変のうち20病変 (83%) が癌で
あった。頭頚部癌のうちでも下咽頭癌は23例中 6 例 (26.0%) に， しかも同時性に食道癌を合併しこれらは全て多
発病変であった。治療法には侵襲の少ない局所療法(放射線照射， レーザー照射，内視鏡下粘膜切除，各 l 例) ，非
開胸食道抜去(1 1例)が選択され，開胸開腹食道切除が行われたのは 5 例のみであった。以上の結果から，頭頚部特
に下咽頭癌患者には食道癌の発生頻度が高いことが明らかとなり，またルゴール染色を併用した内視鏡スクリーニン
グにより早期発見が可能であることが示された。本研究は臨床的にきわめて高く評価され，学位に値する。
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